
アンケート調査結果のまとめと今後の取組 
 

アンケート調査結果 結果より明らかになった課題 今後の取組 摘要 

(1) バリアフリー等の理解度 

 『バリアフリー』については、「知っており、大体説明できる」とする人が７割

を超えていました。また、年代別に見ると、全世代で「知っており、大体説明で

きる」とする人の割合が高くなっていますが、７０歳以上は他の年代と比べてそ

の割合が低くなっています。  

 『ユニバーサルデザイン』については、言葉だけの認知度は半数を超えているも

のの、内容の認知度は約２割でした。また、年代別に見ると、３０歳代以降の世

代で「知らない」とする人の割合が高く、２０歳代については「知っており、大

体説明できる」とする人が５割を占めていました。  

 『ノーマライゼーション』については、「知らない」とする人が６割を超え、内

容の認知度は１割代半ばでした。また、年代別に見ると、全世代とも「知らない」

とする人の割合が半数以上を占めており、年代が上がるにつれて、その割合が高

くなっています。 

 

バリアフリーについては広く認知されていますが、

ユニバーサルデザイン、ノーマライゼーションにつ

いては認知度が低いため、これらの意味について周

知が必要です。 

 

それぞれの用語の意味について、ホームページに

よる周知を行います。 

 

３頁 

９頁 

(2) 心のバリアフリーへの対応 

 困っている人を見かけ、「手助けした」とする人の割合は７割を超えていました。 

 手助けの内容で多かったのは、「扉を開けたり閉めたりした」、「道や場所を教え

た」、「乗り物で席を譲った」でした。 

 手助けしない理由で多かったのは、「手助けしていいものなのか分からなかっ

た」、「自分自身も困っていて、手助けをできる状態ではなかった」、「急いでいた」

でした。 

 

調査結果では、手助けをしたとする人が多く見られ

ましたが、手助けをしなかった人からは、「手助けし

ていいものなのか分からなかった」、「どのように手

助けしたらいいか分からなかった」という意見もあ

り、今後さらに「心のバリアフリー」を促進するた

めには、一定の情報提供を行っていく必要がありま

す。 

 

障がい者等の特性とその対応について、ホームペ

ージによる周知を行います。 

 

４頁 

～  

５頁 

１０頁 

～  

２６頁 

 手助けする行動を促進させるための取組で多かったのは、「学校教育での指導」、

「児童生徒と高齢者や障がい者との交流」、「ボランティアの育成」、「広報やポス

ターなどによる啓発活動」でした。 

児童期からの教育を重要視する意見が多いことか

ら、小学生等を対象とした取組を検討する必要があ

ります。 

小学生を対象としたバリアフリー教室を引き続き

実施していくとともに、障がい者の方を講師とし

て招くなど、学校関係者と協議しながら、児童生

徒との交流の場を創出することも検討します。 

６頁 

２７頁 

(3) 車いす駐車スペース、多目的トイレの利用実態 

 車いす駐車スペースの利用状況については、一般車の利用が見受けられるとする

人が約６割でした。 

 

一般車も利用しているとの認識を持つ人が多く、適

正に利用されるよう周知が必要です。 

 

「障害者等用駐車区画利用制度」（いわゆる、パー

キング・パーミット）について、ホームページに

よる周知を行います。 

 

７頁 

２８頁 

 多目的トイレの利用状況については、「歩行困難な人の利用の妨げにはなってい

ない」とする人が約６割でした。 

過半数が「歩行困難な人の利用の妨げにはなってい

ない」との意見でしたが、「わからない」とする人も

比較的多いことから、多目的トイレのマナーを周知

していく必要があります。 

多目的トイレの役割や利用マナーについて、ホー

ムページによる周知を行います。また、バリアフ

リー協議会でいただいた助言や提案、施設管理者

へのヒアリング等を踏まえ検討を行います。 

８頁 

２９頁 

～  

３０頁 
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秋田市ホームページ（案） 
 

 

バリアフリーに関するアンケート調査を実施しました 

 

 秋田市バリアフリー基本構想に関する市民アンケートを実施し、調査結果を報告書

としてまとめました。なお、本調査は第６次秋田市総合都市計画に関するアンケート

調査と併せて実施しています。 

 調査結果報告書は、こちらです。   （約３．７ＭＢ） 

 

１ 調査の概要 

目 的 
秋田市バリアフリー基本構想の中間評価とともに、今後の施策の参考とす

ることを目的に、市民の満足度や意識等を調査したものです。 

期 間 平成２８年６月１７日～同年７月１日 

調査対象 ２０歳以上の市民１,０００人（無作為抽出） 

調査方法 郵送調査法 

回収結果 ４４８人 
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２ 調査結果の内容 

 (1) バリアフリー等の理解度 

 『バリアフリー』については、「知っており、大体説明できる」とする人が７割を超えていまし

た。また、年代別に見ると、全世代で「知っており、大体説明できる」とする人の割合が高く

なっていますが、７０歳以上は他の年代と比べてその割合が低くなっています。  

 『ユニバーサルデザイン』については、言葉だけの認知度は半数を超えているものの、内容の

認知度は約２割でした。また、年代別に見ると、３０歳代以降の世代で「知らない」とする人

の割合が高く、２０歳代については「知っており、大体説明できる」とする人が５割を占めて

いました。  

 『ノーマライゼーション』については、「知らない」とする人が６割を超え、内容の認知度は１

割代半ばでした。また、年代別に見ると、全世代とも「知らない」とする人の割合が半数以上

を占めており、年代が上がるにつれて、その割合が高くなっています。  

    バリアフリーについては広く認知されていますが、ユニバーサルデザイン、ノーマライゼー

ションについては認知度が低い結果となりました。 

 

   【トピックス 】 バリアフリー、ユニバーサルデザイン、ノーマライゼーションとは？（別紙９頁） 
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 (2) 心のバリアフリーへの対応 

 困っている人を見かけ、「手助けした」とする人の割合は７割を超えていまし

た。  

     ほとんどの人が困っている人に対して手助けをしており、手助けをしなか

った人は約２割でした。 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 手助けの内容で多かったのは、「扉を開けたり閉めたりした」、「道や場所を教

えた」、「乗り物で席を譲った」でした。   

      誰もが気軽に実践できる手助けが多く見られました。 
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 手助けしない理由で多かったのは、「手助けしていいものなのか分からなかっ

た」、「自分自身も困っていて、手助けをできる状態ではなかった」、「急いでい

た」でした。   

   手助けをしなかった人からは、「手助けしていいものなのか分からなかっ

た」、「どのように手助けしたらいいか分からなかった」という意見があるこ

とから、手助けを必要とする高齢者や障がい者等に対する理解が十分とは言

えず、「心のバリアフリー」のさらなる促進が望まれます。 

 

   【トピックス 】 障がい者等の特性とその対応について 

（「基本構想作成ガイドブック(参考資料)」(国土交通省)を

加工して作成）（別紙１０頁から２１頁まで） 

 

障害者差別解消法について（「障害者差別解消法リーフレッ

ト」（内閣府）を抜粋して作成） 

（別紙２２頁から２６頁まで） 
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 手助けする行動を促進させるための取組で多かったのは、「学校教育での指導」、

「児童生徒と高齢者や障がい者との交流」、「ボランティアの育成」、「広報やポ

スターなどによる啓発活動」でした。  

   児童期からの教育を重要視する意見が多く見られました。 

 秋田市では、高齢者や障がい者に対する介助方法などを広く伝えるため、

小学生を対象としたバリアフリー教室（別紙２７頁）を実施しており、引き

続き実施していく所存です。   

 また、アンケート調査結果を踏まえ、今後のバリアフリー教室では、障が

い者の方を講師として招くなど、児童生徒との交流の場を創出することも検

討し、「心のバリアフリー」の取組をより一層推進していきます。 
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 (3) 車いす駐車スペース、多目的トイレの利用実態 

 車いす駐車スペースの利用状況については、一般車の利用が見受けられるとす

る人が約６割でした。  

   一般車も利用しているとの認識を持つ人が多く、適正に利用されていない

ことが分かりました。 

 

  【トピックス 】  障害者等用駐車区画利用制度について（別紙２８頁） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 歩行困難な人：車いす使用者や高齢者、障がい者、妊産婦等 
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 多目的トイレの利用状況については、「歩行困難な人の利用の妨げにはなって

いない」とする人が約６割でした。  

  過半数が「歩行困難な人の利用の妨げにはなっていない」との意見でしたが、

「わからない」とする人も比較的多いことから、多目的トイレの役割の理解

と利用マナーの向上が望まれます。 

 

  【トピックス 】  トイレ利用マナー向上に関するパンフレット 

 （出典：国土交通省ホームページ） 

 （別紙２９頁から３０頁まで） 

    

 

 

 

 

 

 

 

    

※ 歩行困難な人：車いす使用者や高齢者、障がい者、妊産婦等 

 

 (4) 自由意見 

   自由意見は、８０人から１４２件の意見が寄せられました。その中で、意見が 

  多かったのは、「心のバリアフリーに関すること（１９件）」、「道路整備に関 

  すること（１６件）」でした。  
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別紙 秋田市ホームページ（案） 

 

 

バリアフリー、ユニバーサルデザイン、ノーマライゼーションとは？ 
 

 障害者基本計画（平成１４年１２月２４日閣議決定）では、次のように解説してい

ます。 

 

 『バリアフリー』 

 障害のある人が社会生活をしていく上で障壁（バリア）となるものを除去するとい

う意味で、もともと住宅建築用語で登場し、段差等の物理的障壁の除去をいうことが

多いが、より広く障害者の社会参加を困難にしている社会的、制度的、心理的なすべ

ての障壁の除去という意味でも用いられる。 

 

 『ユニバーサルデザイン』 

 バリアフリーは、障害によりもたらされるバリア（障壁）に対処するとの考え方で

あるのに対し、ユニバーサルデザインはあらかじめ、障害の有無、年齢、性別、人種

等にかかわらず多様な人々が利用しやすいよう都市や生活環境をデザインする考え

方。 

 

 『ノーマライゼーション』 

 障害者を特別視するのではなく、一般社会の中で普通の生活が送れるような条件を

整えるべきであり、共に生きる社会こそノーマルな社会であるとの考え方。 
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バリアフリー教室について 

 人口減少社会においては、高齢者や障がい者等の自立と社会参加が重要と

されており、これを支援するため、施設のバリアフリー化のほか、困ってい

る人に出会ったらすぐ手を差しのべられる社会環境づくりが必要になって

います。 

 そのため、秋田市バリアフリー基本構想では、一人でも多くの市民にバリ

アフリーへの理解を深めてもらうため、心のバリアフリーに関する情報提供、

啓発、教育などに取り組むこととしており、国土交通省東北運輸局秋田運輸

支局、社会福祉法人秋田市社会福祉協議会ならびに秋田中央交通株式会社の

協力のもと、小学生を対象に高齢者や障がい者の疑似体験や介助体験による

バリアフリー教室を開催しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 実施状況 

 ・平成２８年度   ・平成２７年度   ・平成２６年度   ・平成２５年度 

 
 関連ページ 

 ・社会福祉法人秋田市社会福祉協議会（バリアフリー教室） 
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障害者等用駐車区画利用制度について 

 秋田県では平成２８年１０月３日より、施設管理者が協力を届け出た「障害者等用

駐車区画」の利用対象者（歩行が困難な方で、かつ障がい者、難病患者、要介護者、

妊産婦、けが人）に対して利用証を交付し、利用対象者を明確にすることで、駐車区

画の適正利用を図る「障害者等用駐車区画利用制度」を開始しました。 

 この制度により、駐車区画には『車いす使用者用』と『車いす使用者以外用』のそ

れぞれの案内表示が掲示され、利用者は駐車した車両に利用証を掲示するため、第三

者からの判別も容易となり、駐車区画の適正利用に繋がります。 

 制度の趣旨を理解の上、事業者の方々は駐車区画の協力届出を、利用者の方々は利

用証の申請をし、駐車区画の適正利用にご協力をお願いします。詳細については、秋

田県ホームページをご覧ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

駐車区画の案内表示（カラーコーン等へ貼り付け） 
※写真は、秋田市西部市民サービスセンターです 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

利用証の表示（車両前方のルームミラー等へ掲示） ※写真はイメージです 
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